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力と心理的暴力について，「生まれてから 10 歳になるまで」及び「10 歳から 18 歳
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交付決定額(配分額) 
   直接経費 間接経費 合 計 
平成 17 年度 3,300,000 円 0 円 3,300,000 円
平成 18 年度 400,000 円 0 円 400,000 円




歳代女性への調査結果から－ 日本心理学会第 70 回大会発表論文集 p.362, 
(2006 年 ) 
藤野京子 親からのマルトリートメント経験と自身の育児観との関係－ 30 歳代
女性への調査結果から－  日本心理臨床学会第 25 回大会発表論文集 p.471, 



























身 体 的 暴 力 に つ い て は ， Straus et al.(1998) の 親 子 葛 藤 戦 略 尺 度
Parent-Child Conflict Tactics Scaleのうち，「深刻な暴行」及び「非常に深
刻な暴行」の項目を用いた 4（問 3-2のうち，「深刻な暴行」の項目番号は 1,3,5,7，
「非常に深刻な暴行」の項目番号は 9,11,12,13）。 
また，心理的暴力については，Straus et al.(1998)の親子葛藤戦略尺度
Parent-Child Conflict Tactics Scale の「心理的攻撃」に加え，高橋他(1995)
 









4   和訳の際には，Miller et al.(1999=2003)p.107-108 を参考にした。 
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を参考に質問項目を作成した（項目番号は 2,4,6,8,10）。 
なお，親から受けた暴力については，それを受けた年齢によって影響が異な
ることが予想されたことから，「生まれてから 10 歳になるまで(以下，「10 歳未


















1,5,6,8,10,13,15 で 5,8,15 は逆転項目，「失敗に対する不安」の項目番号は
2,4,7,11,14，「能力の社会的位置づけ」の項目番号は 3,9,12,16）。 
 〇 元家庭の状況の測定 (問 2-2) 
   虐待が発生しやすい家庭の状況を明らかにするために，調査対象者の児童の







5  虐待被害は幼少時期ほど深刻であるとされているが，回想法による限界を考慮し，上述の区分とした。  
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 〇 親の養育態度についての測定 (問 3-1) 
   Bowlby(1969=1991)等が主張するように，親の子どもに対する養育態度や行動
は，その子どもの発達に影響を及ぼす。そこで，Parker, Tupling, & Brown (1979)
が開発したPBI(Parental Bonding Instrument)の短縮版（Klimidis, Minas, & 
Ata, 1992) 6 （うち，「養護(care)因子」は項目番号 1,3,4,8 で，1,3 は逆転項
目。「過保護(overprotection)因子」は項目番号 2,5,6,7 で，2,5 は逆転項目）
を用いて，調査対象者から見た親の養育態度について測定することとした。 
〇 他者関係についての測定 (問 4-1，問 7）  
児童虐待を受けた経験は，後年の他者関係にも影響を及ぼすことが予想され
る。そこで，Collins & Read (1990)の「依存」「不安」「親密性」の 3 尺度から
成る成人愛着尺度を用いて，調査時点における他者関係について測定すること
とした（「依存」の項目番号は 1～6 で，1,2,5,6 は逆転項目,「不安」の項目番














〇 主観的幸福感の測定 (問 8) 
 
















調査は，郵送法 9により，2005 年 10 月～11 月 10に実施した。  
調査対象者は，2005 年 1 月 1 日現在，30 歳代 11（1965 年～1974 年生まれ）であ









回答者数は 1,032 名であり，そのうち，無記入などを除いた有効回答者数は 1,027
名（20.8％の回答率 14）であった。回答者の婚歴，異性との交際歴，子どもの有無，
就労状態についての分布は，Table 1 のとおりであった。また，回答者の調査時点
での経済状況と就労状態についての分布は，Table 2 のとおりであった。  
 
 











13  ただし，面接調査に協力する意図を示した有志を除く。  
14  あて先不明で 55 通が返送された。有効回答率は，この返送数を除いた数を母数として算出した。  
Table 1  回答者の属性等の分布① 
(人）
40ｈ以上 40ｈ未満 不就労 未回答
なし 未婚・交際歴あり 176 41 18 　 235
未婚・交際歴なし 32 9 18 59
未婚・交際歴未回答 2   2
初婚 74 57 35 166
離別 18 10 4 　 32
再婚 4 1 3
合計 306 118 78 502
あり 未婚・交際歴あり  1 2  3
初婚 78 143 235 3 459
離別 22 12 3 　 37
再婚 4 7 9  
婚歴未回答夫有    2 2




答 1  
初婚 1  1 2
再婚 1   1






Table 2  回答者の属性等の分布② 
(人）
40ｈ以上 40ｈ未満 不就労 未回答
富裕 21 16 25 1 63
中の上 82 56 97 0 2
中 217 135 160 4 516
中の下 68 58 32 0 1
貧困 11 17 11 0 39
未回答 13 0 3 0























「10 歳以上」においても 37.8％にとどまっている。また，各項目について「10 歳
未満」と「10 歳以上」で比較すると，身体的暴力については項目番号 1,3,5,7 で，









た者は，「10 歳未満」「10 歳以上」のいずれの年齢層についても 2～3 割にとどまっ
ており，いずれも経験した者が「10 歳未満」については半数，「10 歳以上」におい








15  各項目の得点化に当たっては，「しばしば」「ときどき」「1・ 2 度」「全くなし」を 3,2,1,0 とした。  

















6.0 16.7 23.7 53.6
3.3 8.9 23.2 64.6
2.7 5.9 9.2 82.2
1.6 2.3 6.3 89.9
1.9 2.5 6.5 89.2
1.5 1.9 4.4 92.3
3.8 6.2 13.7 76.3
2.0 3.9 9.2 84.9
.9 .5 2.2 96.5
.9 .3 1.6 97.3
.4 .0 .5 99.1
.2 .1 .7 99.0
.3 .1 .8 98.8
.3 .0 .2 99.5
.4 .2 .7 98.7
.3 .2 .9 98.6
1.0 .9 1.9 96.3
.8 .2 1.8 97.3
16.1 30.5 24.8 28.6
11.3 21.7 29.1 37.8
1.7 2.0 5.7 90.7
1.7 2.3 6.4 89.6
2.6 6.0 11.7 79.7
2.5 5.8 9.7 82.0
1.8 2.2 9.3 86.8
1.7 1.6 7.0 89.7
上段は「10歳未満」，下段は「10歳以上」の回答分布









t (1022)=  -.35




















































Table 4  親から受けた暴力の累積得点の分布，平均，標準偏差 
0 1 2 3 4 5 6 7 8↑
10歳未満
　身体的暴力 45.8 19.4 14.1 6.0 4.8 1.9 1.9 1.7 4.6 1.7 2.7
　　うち 深刻 95.1 2.6 .7 .7 .4 .2 .0 .1 .2 .1 .7
　心理的暴力 27.1 21.0 24.3 10.6 5.8 3.0 2.4 2.1 3.6 2.1 2.3
　いずれか 22.8 14.8 14.6 9.8 10.1 7.6 4.4 3.4 12.6 3.7 4.7
10歳以上
　身体的暴力 60.4 18.3 8.1 4.7 2.4 1.4 1.2 .4 3.1 1.1 2.4
　　うち 深刻 96.2 2.0 .7 .6 .2 .0 .2 .0 .2 .1 .7
　心理的暴力 35.3 24.3 18.2 8.9 3.6 3.0 2.4 .9 3.3 1.7 2.2









10歳未満 22.8 4.2 (.1) 23.0 50.0 (4.8) 






Table 6  親から受けた暴力の年齢層別平均値及びｔ検定の結果 
暴力の種類 10歳未満 10歳以上 t値
身体的暴力 1.7 1.1 t (1022)=11.90**
 うち　深刻 (.11) (.09) t (1022)= 1.09
心理的暴力 2.0 1.7 t (1022)= 8.59**
いずれか 3.7 2.8 t (1022)=12.47**








Table 7  親から受けた各種暴力の相関 
10歳未満
　身体的暴力 .73 ** .94 ** .83 ** .63 ** .80 **
　心理的暴力 .92 ** .63 ** .84 ** .80 **
　いずれか .79 ** .78 ** .86 **
10歳以上



































Table 9  親から受けた暴力の親の種類の分布 
―いずれかの暴力を受けた者を対象とした場合― 
（％）
父のみ 母のみ 両親 父のみ 母のみ 両親
身体的暴力のみ 43.8 37.5 18.8 56.3 25.0 18.8
心理的暴力のみ 28.2 41.2 30.6 27.2 44.7 28.1
双方 25.5 37.3 37.1 29.7 31.1 39.2




Table 10  親から受けた暴力の親の種類の分布 
－深刻な身体的暴力を受けた者を対象とした場合－
（％）
父のみ 母のみ 両親 父のみ 母のみ 両親





合わせた結果は，Table 11 のとおりである。 
 
Table 11  親から受けた暴力のまとめ（両年齢層込） 
（％）
なし
　 　深刻 　 　深刻













が示すように，いずれの項目についても有意な相関が認められる 16 。また，これら 
 
































１） 互いに助け合ったり支えあったりしていた 6.9 17.3 40.9 34.9
２） ちょっとしたことでも，すぐにもめ事になった 35.9 38.0 16.7 9.5
３） 困っていることなど何でもオープンに話し合える雰囲
気であった 17.7 34.3 32.1 15.9
４） 経済的に追いつめられた状況にあった 55.6 24.4 13.8 6.3
５） 十分な子育てをするには，精神的余裕がないほどの心
配事や悩みなどをかかえていた 56.9 24.2 12.6 6.3
６） 子どもは親に絶対服従すべきであるという家風だった 28.7 28.7 28.4 14.2
７） 家族の中で，自分だけが孤立していた 66.7 19.7 10.2 3.4
８） 近隣から浮いた家族であった 68.8 18.7 9.6 2.8  
 
Table 13  家庭状況と親から受けた暴力との相関 
1) 互いに助け合ったり支えあったりして
いた -.23
** -.32 ** -.29 ** -.20 ** -.32 ** -.28 **
2) ちょっとしたことでも、すぐにもめ事
になった .34
** .43 ** .41 ** .31 ** .42 ** .40 **
3) 困っていることなど何でもオープンに
話し合える雰囲気であった -.19
** -.31 ** -.27 ** -.18 ** -.30 ** -.26 **




.30 ** .36 ** .35 ** .27 ** .34 ** .33 **
6) 子どもは親に絶対服従すべきであると
いう家風だった .34
** .38 ** .38 ** .31 ** .37 ** .37 **
7) 家族の中で、自分だけが孤立していた .30 ** .42 ** .38 ** .26 ** .40 ** .36 **
8) 近隣から浮いた家族であった .27 ** .34 ** .32 ** .24 ** .33 ** .31 **


































                                                  
16  家庭状況の各項目の得点化に当たっては，「あてはまる」「ややあてはまる」「ややあてはまらない」「全










Table 14 親から受けた深刻な身体的暴力の有無別 
家庭状況平均値及びｔ検定の結果 
なし あり
1) 互いに助け合ったり支えあったりしていた 3.1 2.3 t (1021)= 6.43 **
2) ちょっとしたことでも、すぐにもめ事になった 1.9 3.0 t (1020)= -7.55 **
3) 困っていることなど何でもオープンに話し合える雰囲気で
あった 2.5 1.8 t (1020)= 4.89
**
4) 経済的に追いつめられた状況にあった 1.7 2.3 t (1019)= -4.35 **
5) 十分な子育てをするには、精神的余裕がないほどの心配事や
悩みなどをかかえていた 1.6 2.6 t (1018)= -7.29
**
6) 子どもは親に絶対服従すべきであるという家風だった 2.2 3.0 t (1020)= -5.43 **
7) 家族の中で、自分だけが孤立していた 1.5 2.4 t (1019)= -8.52 **
8) 近隣から浮いた家族であった 1.4 2.2 t (1021)= -6.62 **
　上記1)～8)の合計得点 14.8 21.4 t (1012)= -10.06 **
1) 互いに助け合ったり支えあったりしていた 3.1 2.5 t (1020)= 3.96 **
2) ちょっとしたことでも、すぐにもめ事になった 2.0 3.0 t (1019)= -6.87 **
3) 困っていることなど何でもオープンに話し合える雰囲気で
あった 2.5 2.1 t (1019)= 2.69
**
4) 経済的に追いつめられた状況にあった 1.7 2.3 t (1018)= -4.16 **
5) 十分な子育てをするには、精神的余裕がないほどの心配事や
悩みなどをかかえていた 1.6 2.7 t (1017)= -7.23
**
6) 子どもは親に絶対服従すべきであるという家風だった 2.2 3.3 t (1019)= -6.66 **
7) 家族の中で、自分だけが孤立していた 1.5 2.4 t (1018)= -6.91 **
8) 近隣から浮いた家族であった 1.4 2.3 t (1020)= -6.64 **














                                                  
17  項目番号 1,3 は逆転項目。  
 14
18  各項目の得点化に当たっては，「あてはまる」「ややあてはまる」「ややあてはまらない」「全くあては
まらない」を 4,3,2,1 とし，逆転項目はその逆とした。  
Table 15  親の養育態度の相関 
 15
p <.01
父の養護 -.42 ** .50 ** -.27 **


















Table 16  親の養育態度と親から受けた暴力との相関 
   
父の養護 -.29 ** -.38 ** -.36 ** -.29 ** -.37 ** -.36 **
父の過保護 .26 ** .31 ** .30 ** .27 ** .33 ** .33 **
母の養護 -.30 ** -.44 ** -.39 ** -.26 ** -.42 ** -.37 **




































Table 17  親から受けた深刻な身体的暴力の有無別 
親の養育態度の平均値とｔ検定の結果 
なし あり なし あり
父の養護 11.2 8.3 t (963)= 6.33 ** 11.2 8.5 t (962)= 5.35 **
父の過保護 7.2 9.0 t (971)= -4.72 ** 7.2 9.3 t (970)= -4.72 **
母の養護 12.6 9.3 t (1006)= 8.01 ** 12.5 10.2 t (1005)= 4.75 **































　身体的暴力 .7 1.1 .6 .7 F (3,953)=22.10** ②と他**
　心理的暴力 1.9 3.3 1.3 1.7 F (3,953)=44.98** ②と他**　①と③**
　いずれか 3.4 6.1 2.3 2.9 F (3,953)=41.64** ②と他**　①と③*
10歳以上
　身体的暴力 .9 2.1 .5 .7 F (3,952)=29.12** ②と他**
　心理的暴力 1.5 2.9 1.0 1.4 F (3,952)=44.80** ②と他**　①と③*
　いずれか 2.4 5.0 1.5 2.1 F (3,952)=44.57** ②と他**　①と③*
*p <.05, **p <.01  
 
















　身体的暴力 .7 1.0 .6 .7 F (3,1001)=22.60** ②と他**
　心理的暴力 1.9 3.3 1.2 1.6 F (3,1001)=64.65** ②と他**　①と③**
　いずれか 3.5 6.0 2.2 3.0 F (3,1001)=45.63** ②と他**　①と③*
10歳以上
　身体的暴力 .9 1.9 .6 1.0 F (3,1000)=18.08** ②と他**
　心理的暴力 1.4 2.9 .9 1.5 F (3,1000)=59.97** ②と他**　③と④*
　いずれか 2.3 4.8 1.5 2.5 F (3,1000)=42.05** ②と他**　③と④*
*p <.05, **p <.01  
 














　なし 23.3 26.5 ▼ 37.5 △ 12.7 △
　あり 25.0 59.1 △ 13.6 ▼ 2.3 ▼
10歳以上
　なし 23.4 26.6 ▼ 37.3 △ 12.7 △






















　なし 15.8 28.7 ▼ 39.9 △ 15.7 　
　あり 10.2 73.5 △ 8.2 ▼ 8.2 　
10歳以上
　なし 15.7 29.6 ▼ 39.3 △ 15.4 　



























　父の養護 10.0 11.1 10.6 12.2 F (3,846)=20.25** ④と他** ②と①**
　父の過保護 8.4 7.0 7.8 6.4 F (3,850)=23.51** ①と②④** ①と③* ③と④**
③と②*
　母の養護 12.5 11.4 11.8 13.8 F (3,884)=34.27** ④と他** ①と③*
　母の過保護 7.2 8.6 7.9 6.7 F (3,887)=23.43** ②と④①** ②と③* ③と④**
10歳以上
　父の養護 9.9 11.3 10.7 11.8 F (3,876)=17.06** ④と③①** ②と①** ③と①*
　父の過保護 8.7 7.1 7.7 6.4 F (3,882)=38.11** ④と他** ①と②③**
　母の養護 12.6 11.4 11.8 13.2 F (3,916)=22.63** ④と②③** ①と②** ①と③*
　母の過保護 7.4 8.9 8.0 6.5 F (3,919)=35.20** ②と他** ③と④** ①と④**













 また，Table 24 が示すように，親からの深刻な身体的暴力の有無別に GSES を検
討した結果，失敗に対する不安において有意差が認められた。 
 
Table 23  児童のころのセルフ･エフィカシーと親から受けた暴力との相関 
GSES全体 -.09 ** -.11 ** -.10 ** -.06 -.11 ** -.09 **
　行動の積極性 -.04 -.08 * -.06 -.02 -.08 * -.05
　失敗に対する不安 -.17 ** -.23 ** -.21 ** -.12 ** -.21 ** -.18 **
　能力の社会的位置づけ .02 .06 * .04 .00 .03 .02
































Table 24 親から受けた深刻な身体的暴力の有無別 
セルフ・エフィカシーの平均値とｔ検定の結果 
なし あり なし あり
GSES全体 24.8 23.3 t (975)= 2.34 * 24.5 24.5 t (974)= .10
　行動の積極性 10.5 10.0 t (994)= 1.48 10.4 10.9 t (993)= -1.20
　失敗に対する不安 8.2 7.1 t (1007)= 4.86 ** 8.2 7.5 t (1006)= 2.47 *
　能力の社会的位置づけ 5.9 6.1 t (1007)= -1.21 5.9 6.1 t (1006)= -.77
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　身体的暴力 1.9 1.9 1.5 2.3 1.8 F (4,1014)=2.11+  
　心理的暴力 2.5 2.3 1.8 2.9 1.8 F (4,1014)=5.44** ③と④** ③と②*
　全ての暴力 4.4 4.2 3.3 5.2 3.6 F (4,1014)=3.90** ③と④*
10歳以上
　身体的暴力 1.3 1.2 0.9 1.9 1.5 F (4,1013)=2.98* ③と④*
　心理的暴力 2.2 1.9 1.5 2.6 1.6 F (4,1013)=5.96** ③と④** ③と②*
　全ての暴力 3.5 3.2 2.4 4.5 3.1 F (4,1013)=4.99** ③と④**
+p <.10，*p <.05，**p <.01  
 










初婚 離別 再婚 χ2値
10歳未満
　なし 5.7 22.9 62.4 △ 6.3 ▼ 2.8
　あり 8.2 32.7 38.8 ▼ 16.3 △ 4.1
10歳以上
　なし 5.6 23.0 62.2 △ 6.4 ▼ 2.8
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20  各項目の得点化に当たっては，「しばしば」「ときどき」「1･2 度」「全くなし」を 3,2,1,0 とした。 

















.7 3.2 11.1 84.9
.1 2.4 16.4 81.1
.4 .7 2.0 96.9
.1 .5 2.8 96.5
.4 1.8 5.5 92.3
.1 .4 1.5 98.0
.4 1.6 5.0 93.0
.0 1.8 5.8 92.5
.3 .5 .8 98.3
.1 .0 .7 99.2
.2 .2 2.5 97.1
.0 .0 .5 99.5
.1 .0 .1 99.8
.0 .0 .0 100.0
.2 .0 .5 99.3
.0 .0 .9 99.1
.7 1.0 2.7 95.5
.0 .3 2.3 97.4
4.7 9.3 27.4 58.6
3.5 13.2 31.4 51.9
1.5 2.2 3.6 92.7
.3 1.7 4.4 93.6
1.9 9.1 16.6 72.5
1.5 12.9 25.5 60.2
.4 1.0 3.6 94.9
.1 .3 5.5 94.0
1.4 1.4 3.1 94.2







































































Table 28  配偶者等間の暴力の累積得点の分布，平均，標準偏差  
0 1 2 3 4 5 6 7 8↑
配偶者等からの暴力
　身体的暴力 81.4 9.4 3.2 1.3 1.7 1.0 .5 .3 1.3 .5 1.7
　　うち 深刻 96.0 2.4 .7 .3 .1 .1 .2 .0 .1 .1 .5
　心理的暴力 48.8 21.4 12.9 5.9 3.7 2.0 2.4 .4 2.6 1.4 2.3
　いずれか 47.3 18.4 13.0 6.6 3.1 2.3 1.9 1.6 5.8 1.9 3.7
配偶者等への暴力
　身体的暴力 77.4 13.5 5.3 1.7 .8 .5 .3 .2 .2 .4 1.0
　　うち 深刻 98.2 1.3 .4 .0 .1 .0 .0 .0 .0 .0 .2
　心理的暴力 42.0 20.7 16.6 7.9 6.7 2.0 1.8 1.4 .9 1.4 1.8

















Table 29  配偶者等間で見られる暴力の主体別平均値及びｔ検定の結果 
暴力の種類 配偶者等から 配偶者等へ t値
身体的暴力 .5 .4 t (954)=2.12*
　深刻 .08 .03 t (954)=3.04**
心理的暴力 1.4 1.4 t (954)=-.92








なし 31.4 1.3 (.1) 10.8 3.9 (.2) 47.3
身体的暴力 .2 .3 .5 .3 1.4
　深刻 (.1) (.1)
心理的暴力 6.7 .3 20.2 6.8 (.6) 34.0
双方 1.5 .1 6.2 9.5 (.5) 17.3
　深刻 (.3) (.1) (1.0) (2.2) (.2) (3.9)














ない者は 3 割強である。 
配偶者等との双方の関係を夫婦関係尺度で測定した結果について，同尺度の信頼








　身体的暴力 .69 ** .89 ** .28 ** .26 ** .30 ** -.31 **
　心理的暴力 　 .94 ** .23 ** .43 ** .41 ** -.44 **
　いずれか 　 　 .28 ** .39 ** .39 ** -.42 **
配偶者等への
　身体的暴力 　 　 　 .53 ** .79 ** -.15 **




























　身体的暴力 .4 .4 2.0 .4 F(3,952)=18.69** ③と他** ①と②*
　心理的暴力 .9 1.3 3.5 1.1 F(3,952)=25.15** ③と他**
　いずれか 1.2 1.8 5.5 1.5 F(3,952)=26.02** ③と他**
配偶者等へ
　身体的暴力 .4 .4 .7 .4 F(3,949)= 9.30* ③と①②*
　心理的暴力 .9 1.6 2.0 1.4 F(3,949)= 9.99** ①と②③**
　いずれか 1.3 1.9 2.7 1.9 F(3,949)= 7.31** ①と②③**
夫婦関係尺度 37.9 39.0 31.4 41.3 F(3,944)=25.84** ③と他**





                                                  
21  各項目の得点化に当たっては，「あてはまる」「ややあてはまる」[どちらともいえない]「ややあては
まらない」「あてはまらない」を 5,4,3,2,1 とした。  
Table 33 配偶者等間で見られる深刻な身体的暴力の有無別婚・交際歴の分布 
（％）
深刻な
身体的暴力 未婚 初婚 離別 再婚 χ
2値
配偶者等から
　なし 25.1 66.1 △ 6.0 ▼ 2.8
　あり 18.4 44.7 ▼ 34.2 △ 2.6
配偶者等へ
　なし 24.8 65.6 6.7 2.9











お，配偶者等間に見られる深刻な身体的暴力についての分布を示した Table 33 か
らも，同様の傾向が認められる。 








Table 34  親から受けた暴力と配偶者等との関係についての相関  
10歳未満
　身体的暴力 .04 .03 .04 .21 ** .22 ** .25 ** -.08 *
　心理的暴力 .05 .12 ** .10 ** .19 ** .26 ** .26 ** -.17 **
　いずれか .05 .08 * .07 .22 ** .26 ** .27 ** -.13 **
10歳以上
　身体的暴力 .07 * .04 .06 .19 ** .21 ** .23 ** -.05
　心理的暴力 .09 ** .15 ** .13 ** .18 ** .27 ** .27 ** -.17 **
















Table 35  親から受けた深刻な身体的暴力の有無別 
配偶者等間との関係の平均値とｔ検定の結果 
なし あり なし あり
夫婦関係尺度 38.3 36.5 t (948)= 1.60 38.3 36.0 t (947)= 1.85
配偶者等から 　
　身体的暴力 .5 .9 t (957)= -1.63 .5 .7 t (956)= -.57 　
　心理的暴力 1.4 1.6 t (957)= -.63 1.4 1.0 t (956)= .97 　
　いずれか 1.9 2.5 t (957)= -1.16 1.9 1.7 t (956)= .33
配偶者等へ
　身体的暴力 .4 1.1 t (953)= -5.01 ** .4 1.0 t (952)= -3.50 **
　心理的暴力 1.4 2.3 t (953)= -3.52 ** 1.4 2.7 t (952)= -4.21 **






Table 36  親から受けた深刻な身体的暴力の有無別 
配偶者等間で見られる深刻な身体的暴力の分布 
(人)
なし あり χ2値 なし あり χ2値
10歳未満
　なし 878 36 895 15
　あり 43 2 43 2
10歳以上
　なし 887 36 904 15





















Table 37  配偶者等からの暴力に対する重回帰分析結果 
親から受けた暴力
　身体的暴力 .04 .05 -.04 .04 .00 .05
　深刻な身体的暴力の有無 .00 .04 -.07 .00 -.05 .02
　心理的暴力 .02 .07 * .16 ** .14 ** .11 * .12 **
家庭状況 - .01 - .08 * - .05
親の養育態度
　父の養護 - .00 - -.10 ** - -.06
　父の過保護 -.10 ** -.02 - .03 -.08 * .00
　母の養護 - -.03 - -.09 ** - -.07 *
　母の過保護 - -.01 - .02 - .01
ｾﾙﾌ・ｴﾌｨｶｼｰ
　行動の積極性 - .06 - .04 - .05
　失敗に対する不安 - .01 .09 ** .02 .06 * .01
　能力の社会的位置づけ - .01 - -.01 - .00
夫婦関係尺度 -.32 ** -.31 ** -.44 ** -.44 ** -.43 ** -.42 **
R .33 ** .47 ** .44 **
R2 .11 .22 .19
修正R2 .10 .21 .19




身体的暴力 心理的暴力 いずれか説明変数 rβ β r β r
 
Table 38  配偶者等への暴力に対する重回帰分析結果 
親から受けた暴力
　身体的暴力 .16 ** .21 ** .14 * .23 ** .18 ** .25 **
　深刻な身体的暴力の有無 .00 .15 ** -.09 * .12 ** -.08 .15 **
　心理的暴力 .06 　 .20 ** .24 ** .28 ** .19 ** .28 **
家庭状況 - .12 ** - .16 ** - .16 **
親の養育態度
　父の養護 - -.13 ** - -.09 ** - -.12 **
　父の過保護 - .03 - .05 -.09 ** .05
　母の養護 - -.10 ** - -.11 ** - -.12 **
　母の過保護 - .05 -.09 * .06 - .06
ｾﾙﾌ・ｴﾌｨｶｼｰ
　行動の積極性 - .04 - .02 - .03
　失敗に対する不安 - -.06 - -.05 - -.06
　能力の社会的位置づけ -  .06  - .02 - .04
夫婦関係尺度 -.13 ** -.15 ** -.21 ** -.24 ** -.21 ** -.24 **
R .26 ** .36 ** .36 **
R2 .07 .13 .13
修正R2 .06 .13 .13










子どもの有無と児童のころ親から受けた暴力との関係は Table 39 & 40 のとおり
である。子どものいない者よりもいる者の方が，暴力を受けた経験が少ない傾向は
あったものの，有意差が認められたのは，10 歳以上の心理的暴力及び 10 歳未満の
深刻な身体的暴力にとどまっている。 
 
Table 39  子どもの有無別親から受けた暴力の平均値及び検定の結果 
なし あり
10歳未満
　身体的暴力 1.8 1.6 t (1019)=1.14
　心理的暴力 2.1 2.0 t (1019)=1.18
　いずれか 3.9 3.6 t (1019)=1.24
10歳以上
　身体的暴力 1.2 1.1 t (1018)= .58
　心理的暴力 1.9 1.6 t (1018)=2.12*









　なし 48.4 ▼ 51.6 △
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22  各項目の得点化に当たっては，「あてはまる」「ややあてはまる」「あまりあてはまらない」「全くあて
はまらない」を 4,3,2,1 とした。 
Table 41  出産前の育児観と親から受けた暴力との相関 
なし .07 .05 .07 .05 .06 .06
あり .02 .08 .06 .02 .11 * .07
なし .15 ** .20 ** .18 ** .13 * .18 ** .17 **
















Table 42  親から受けた深刻な身体的暴力の有無別 
出産前の育児観の平均値とｔ検定の結果 
なし あり なし あり
なし 2.7 3.1 t (342)= -1.81 2.7 3.0 t (342)= -1.22
あり 2.3 2.4 t (518)= -.21 2.3 2.3 t (517)= .37
なし 2.6 3.0 t (342)= -2.46 * 2.6 3.1 t (342)= -2.31 *










Table 43  出産後の育児観と親から受けた暴力との相関 
なし -.13 * -.16 ** -.15 ** -.10 -.16 ** -.14 **
あり -.11 ** -.14 ** -.14 ** -.08 -.12 ** -.11 **
なし -.12 * -.16 ** -.15 ** -.10 -.16 ** -.14 **
あり -.10 * -.13 ** -.12 ** -.08 -.14 ** -.12 **
なし .00 -.01 -.01 .02 .00 .01
あり .01 .03 .02 -.01 .04 .02
なし .05 .03 .04 .04 -.01 .02











Table 44  親から受けた深刻な身体的暴力の有無別 
出産後の育児観の平均値とｔ検定の結果 
なし あり なし あり
なし 3.0 2.7 t (348)= 1.88 3.0 2.7 t (348)= 1.68
あり 3.4 3.4 t (518)= .47 　 3.4 3.4 t (517)= .39 　
なし 2.9 2.6 t (347)= 1.37 　 2.9 2.5 t (347)= 2.14 *
あり 3.3 3.2 t (518)= .80 　 3.3 3.1 t (517)= 1.22 　
なし 2.4 2.5 t (346)= -.81 　 2.4 2.6 t (346)= -1.20 　
あり 2.3 2.3 t (518)= -.25 　 2.3 2.5 t (517)= -1.14 　
なし 2.5 2.6 t (346)= -.70 　 2.5 2.7 t (346)= -.88 　
















への自信は t(864)＝6.65，p<.01，母親としての適格性は t(864）＝5.25，p<.01)。 
また，子どもを持ってからの育児観について，肯定的側面としての「充実感」「生
きがい」，否定的な側面としての「視野の狭まり」「世の中からの取り残され感」を











 Table 45  育児観同士の相関 
出産前
.58 ** -.37 ** -.39 ** .09 .30 **
.73 ** -.30 ** -.28 ** .11 * .24 **
-.53 ** -.46 ** .15 ** .29 **
-.40 ** -.35 ** .08 .19 **
出産後 　
.80 ** -.02 -.26 **
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23  各項目の得点化に当たっては，「そのとおりである」「どちらかといえばそうである」「どちらかとい
えば違う」「違う」を 4,3,2,1 とした。  

















3.3 28.3 31.3 37.1
.0 11.9 22.5 65.6
.6 2.7 7.6 89.1
.0 2.5 3.3 94.2
.8 2.7 6.5 90.0
.0 1.0 4.3 94.7
.6 7.1 16.0 76.3
.2 4.7 9.7 85.4
.4 .2 1.3 98.1
.0 .4 .2 99.4
.0 .2 .4 99.4
.0 .0 .6 99.4
.0 .0 .0 100.0
.0 .0 .0 100.0
.0 .0 .4 99.6
.0 .0 .2 99.8
.0 1.2 3.1 95.8
.0 .8 1.2 98.1
17.0 45.8 21.9 15.3
6.2 30.8 24.2 38.8
.4 1.5 5.0 93.1
.0 .2 1.2 98.6
1.0 14.0 28.5 56.5
1.4 4.5 8.8 85.4
.4 2.1 7.3 90.2





t (513)=  -.33




























































Table 47  子どもへの暴力の累積得点の分布，平均，標準偏差 
0 1 2 3 4 5 6 7 8↑
自身からの暴力
　身体的暴力 34.2 24.3 20.8 8.2 4.8 2.3 2.9 1.0 1.5 1.6 1.9
　　うち 深刻 97.5 1.5 .4 .6 .0 .0 .0 .0 .0 .0 .3
　心理的暴力 13.7 17.7 24.7 18.1 13.9 5.8 2.5 2.3 1.3 2.5 1.9
　いずれか 11.7 11.1 12.4 14.9 12.0 11.1 9.4 5.0 12.4 4.1 3.5
配偶者等からの加害
　身体的暴力 60.2 16.9 13.0 5.2 1.7 1.6 1.2 .2 .0 .8 1.3
　　うち 深刻 98.6 1.0 .4 .0 .0 .0 .0 .0 .0 .0 .2
　心理的暴力 37.4 20.9 26.5 7.0 4.3 1.6 1.4 .8 .2 1.4 1.5
　いずれか 32.8 15.0 19.0 9.5 8.9 6.4 1.7 1.7 4.9 2.2 2.4























Table 48  子どもへの暴力の主体別平均値及びｔ検定の結果 
暴力の種類 自身から 配偶者等から t値
身体的暴力 1.6 .8 t (513)= 9.63**
　うち　深刻 .04 .02 t (514)= 1.61
心理的暴力 2.5 1.4 t (513)=14.38**
いずれか 4.1 2.2 t (513)=13.55**
**p <.01  
 




なし 9.7 .8 10.3 12.1 (.8) 32.9
身体的暴力 .6 .4 .2 3.3 4.5
　深刻 (.0)
心理的暴力 1.2 10.1 16.1 (.2) 27.4
双方 .4 .4 1.9 32.5 (1.6) 35.2
　深刻 (.2) (1.2) (1.4)







                                                  
 30
24  各項目の得点化に当たっては，「しばしば」「ときどき」「1･2 度」「全くなし」を 3,2,1,0 とした。  
Table 49 は，自身ないし配偶者等の子どもに対する暴力の実態をまとめたもので
ある。配偶者等については，身体的暴力も心理的暴力も振るっていない者，いずれ
かをしている者，双方をしている者がそれぞれ 3 分の 1 ずつとなっている。一方，










親からの深刻な身体的暴力の有無別で子どもへの暴力を検討した Table 52 について 
 
Table 50  子どもへの暴力の相関 
自身から
　身体的暴力 .65 ** .91 ** .39 ** .29 ** .38 **
　心理的暴力 　 .91 ** .27 ** .42 ** .40 **
　いずれか 　 　 .36 ** .39 ** .43 **
配偶者等から
　身体的暴力 　 　 　 .54 ** .86 **















Table 51  子どもへの暴力と親から受けた暴力との相関 
自身から
　身体的暴力 .26 ** .26 ** .28 ** .22 ** .23 ** .25 **
　心理的暴力 .13 ** .26 ** .20 ** .09 * .25 ** .18 **
　いずれか .22 ** .29 ** .27 ** .17 ** .27 ** .24 **
配偶者等から
　身体的暴力 .10 * .06 　 .09 * .07 .06 　 .07 　
　心理的暴力 .08 .15 ** .12 ** .04 .14 ** .10 *















Table 52  親から受けた深刻な身体的暴力の有無別 
子どもへの暴力の平均値とｔ検定の結果 
なし あり なし あり
自身から 　
　身体的暴力 1.6 2.2 t (957)= -1.38 1.6 2.4 t (519)= -1.75 　
　心理的暴力 2.5 2.8 t (957)= -.66 2.5 2.7 t (519)= -.39 　
　いずれか 4.1 5.0 t (957)= -1.13 4.1 5.1 t (519)= -1.18
配偶者等から
　身体的暴力 .8 1.7 t (953)= -2.93 ** .8 1.2 t (511)= -1.22 　
　心理的暴力 1.3 1.8 t (953)= -1.26 1.4 1.4 t (511)= -.07 　






Table 53  子どもへの暴力と配偶者等間で見られる暴力との相関 
自身から子どもへ
　身体的暴力 .13 ** .19 ** .18 ** .34 ** .34 ** .38 **
　心理的暴力 .10 ** .17 ** .15 ** .25 ** .40 ** .39 **
　いずれか .13 ** .20 ** .18 ** .33 ** .41 ** .43 **
配偶者等から子どもへ
　身体的暴力 .22 ** .29 ** .28 ** .05 　 .20 ** .16 **
　心理的暴力 .22 ** .37 ** .33 ** .12 ** .31 ** .27 **














Table 54  配偶者等間で見られた深刻な身体的暴力の有無別 
子どもへの暴力の平均値とｔ検定の結果 
なし あり なし あり
自身から子どもへ
　身体的暴力 1.5 3.1 t (515)= -3.95 ** 1.6 4.8 t (515)= -4.71 **
　心理的暴力 2.5 3.4 t (515)= -2.32 * 2.5 4.8 t (515)= -3.42 **
　いずれか 4.0 6.4 t (515)= -3.46 ** 4.0 9.5 t (515)= -4.49 **
配偶者等から子どもへ
　身体的暴力 .8 1.7 t (510)= -3.53 ** .8 1.0 t (510)= -.40
　心理的暴力 1.3 2.2 t (510)= -3.13 ** 1.3 1.6 t (510)= -.53



















Table 55  自身から子どもへの暴力に対する重回帰分析結果 
親から受けた暴力
　身体的暴力 .20 ** .25 ** -.09 .11 ** .06 .20 **
　深刻な身体的暴力の有無 -.11 * .06 -.04 .02 -.08 .05
　心理的暴力 -.06 .26 ** .19 ** .26 ** .08 .29 **
家庭状況 .16 ** .33 ** - .26 ** .12 * .33 **
親の養育態度
　父の養護 .12 * -.17 ** - -.14 ** - -.17 **
　父の過保護 - .12 ** -.11 * .07 -.12 ** .10 *
　母の養護 -.17 ** -.31 ** -.10 * -.23 ** -.12 * -.30 **
　母の過保護 - .17 ** - .15 ** - .18 **
ｾﾙﾌ・ｴﾌｨｶｼｰ
　行動の積極性 - -.07 - -.05 - -.07
　失敗に対する不安 - -.15 ** -.10 * -.17 ** - -.18 **
　能力の社会的位置づけ - -.06 -  .05 - -.01
配偶者等間で見られる暴力
　配偶者等からの身体的暴力 - .13 ** - .09 * - .13 **
　配偶者等からの深刻な身体的暴力の有無 .11 ** .17 ** - .10 * - .15 **
　配偶者等からの心理的暴力 - .19 ** - .17 ** - .20 **
　配偶者等への身体的暴力 .17 ** .34 ** - .26 ** .14 ** .33 **
　配偶者等への深刻な身体的暴力の有無 - .20 ** - .15 ** - .19 **
　配偶者等への心理的暴力 .15 ** .33 ** .32 ** .41 ** .24 ** .41 **
夫婦関係尺度 - -.23 ** - -.21 ** - -.25 **
育児観
　充実感 -.23 ** -.36 ** -.26 ** -.36 ** -.27 ** -.40 **
　生きがい - -.30 ** - -.31 ** - -.34 **
　視野の狭まり - -.01 - .03 - .01
　取り残され感 - .07 - .14 ** - .11 **
R .57 ** .54 ** .59 **
R2 .33 .30 .35
修正R2 .31 .29 .34









Table 56  配偶者等から子どもへの暴力に対する重回帰分析結果  
親から受けた暴力
　身体的暴力 .06 .09 * -.04 .06 .01 .09 *
　深刻な身体的暴力の有無 .12 * .10 * .00 .02 .06 .07
　心理的暴力 -.13 * .06 .08 .15 ** -.03 .13 **
家庭状況 - .10 * - .12 ** - .13 **
親の養育態度
　父の養護 - -.08 - -.11 * - -.11 *
　父の過保護 - .07 - .07 - .08
　母の養護 - -.09 * - -.10 * - -.11 *
　母の過保護 - .11 * - .11 ** - .13 **
ｾﾙﾌ・ｴﾌｨｶｼｰ
　行動の積極性 - -.06 - -.05 - -.07
　失敗に対する不安 -.11 * -.11 * - -.11 * -.11 ** -.13 **
　能力の社会的位置づけ - -.06 - -.02 - -.05
配偶者等間で見られる暴力
　配偶者等からの身体的暴力 - .22 ** - .22 ** - .25 **
　配偶者等からの深刻な身体的暴力の有無 - .15 ** - .14 ** - .17 **
　配偶者等からの心理的暴力 .30 ** .29 ** .27 ** .37 ** .26 ** .38 **
　配偶者等への身体的暴力 - .05 - .12 ** - .10 *
　配偶者等への深刻な身体的暴力の有無 - .02 -.10 * .02 - .02
　配偶者等への心理的暴力 - .20 ** .16 ** .30 ** .15 ** .29 **
夫婦関係尺度 - -.21 ** -.18 ** -.32 ** -.12 * -.31 **
育児観
　充実感 -.13 ** -.15 ** - -.12 ** - -.15 **
　生きがい - -.08 - -.07 - -.08
　視野の狭まり - -.03 - -.06 - -.05
　取り残され感 - .02 - .02 - .02
R .36 ** .45 ** .44 **
R2 .13 .20 .20
修正R2 .12 .19 .19





























































犯罪被害歴 75.2 15.4 9.0 .4
逮捕歴 96.4 3.1 .5 .0
自殺企図歴 83.7 10.7 5.1 .5
心的不調の治療歴 81.5 9.2 6.6 2.7  
 








　身体的暴力 1.6 2.1 1.9 F (2,1002)= 2.52  
　心理的暴力 1.9 2.4 2.5 F (2,1002)= 5.07** ①と③*
　いずれか 3.5 4.5 4.4 F (2,1002)= 3.91* ①と②*
10歳以上
　身体的暴力 1.1 1.3 1.4 F (2,1001)= 1.06  
　心理的暴力 1.5 2.1 2.5 F (2,1001)=11.01** ①と②③*
　いずれか 2.6 3.4 3.8 F (2,1002)= 5.36** ①と③*









　なし 75.9 △ 14.8 ▼ 9.3
　あり 62.5 ▼ 27.1 △ 10.4
10歳以上
　なし 75.4 15.2 9.3














Table 60  親から受けた暴力についての逮捕歴別得点及び t 検定の結果 
なし あり
10歳未満
　身体的暴力 1.6 3.1 t (1007)=3.17**
　心理的暴力 2.0 3.4 t (1007)=3.73**
　いずれか 3.6 6.5 t (1007)=3.68**
10歳以上
　身体的暴力 1.1 2.5 t (1006)=3.48**
　心理的暴力 1.6 3.2 t (1006)=4.28**










　なし 96.6 　 3.4 　
　あり 93.8 6.3 　
10歳以上
　なし 96.8 △ 3.2 ▼



















　身体的暴力 1.4 2.4 4.1 F (2,1003)=28.06** いずれとも*
　心理的暴力 1.8 2.7 4.7 F (2,1003)=51.72** いずれとも*
　いずれか 3.2 5.0 8.7 F (2,1003)=43.90** いずれとも*
10歳以上
　身体的暴力 .9 1.9 3.1 F (2,1002)=28.23** いずれとも*
　心理的暴力 1.4 2.6 4.0 F (2,1002)=49.81** いずれとも*




p<.05, p <.01  
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　なし 85.1 △ 10.3 4.6 ▼
　あり 58.3 ▼ 18.8 22.9 △
10歳以上
　なし 85.0 △ 10.4 ▼ 4.7 ▼
























　身体的暴力 1.5 1.8 3.1 F (2,1005)=15.03** ①②と③*
　心理的暴力 1.8 2.3 3.6 F (2,1005)=23.80** ①②と③*
　いずれか 3.3 4.1 6.8 F (2,1004)=19.07** ①②と③*
10歳以上
　身体的暴力 1.0 1.1 2.5 F (2,1004)=19.07** ①②と③*
　心理的暴力 1.5 2.0 3.1 F (2,1004)=23.66** ①②と③*




p<.05, p <.01  
 




　なし 82.3 △ 9.1 8.6 ▼
　あり 64.6 ▼ 12.5 22.9 △
10歳以上
　なし 82.5 △ 8.9 　 8.6 ▼





























Table 66  他者関係同士の相関 
依存 　 -.38 ** .43 ** .32 **
不安 　 　 -.33 ** -.37 **








Table 67  成人愛着尺度と親から受けた暴力との相関 
依存 -.17 ** -.25 ** -.22 ** -.14 ** -.26 ** -.22 **
不安 .17 ** .26 ** .23 ** .14 ** .26 ** .21 **












p<.05, p <.01  
 
Table 68  親から受けた深刻な身体的暴力の有無別成人愛着尺度の平均値とｔ検定の結果
なし あり なし あり
依存 19.6 16.9 t (1011)= 4.09 ** 19.6 17.3 t (1010)= 3.07 **
不安 12.2 14.6 t (985)= -3.53 ** 12.2 15.0 t (984)= -3.62 **






                                                  
25  各項目の得点化に当たっては，「あてはまる」「ややあてはまる」[どちらともいえない]「ややあては
まらない」「あてはまらない」を 5,4,3,2,1 とし,逆転項目はその逆とした。 
 40
26  項目番号 18 を除いた場合，α=.61 であった。  




Table 69  成人愛着尺度と親の養育態度との相関 
依存 .25 ** -.19 ** .30 ** -.22 **
不安 -.24 ** .22 ** -.31 ** .29 **








Table 70  成人愛着尺度(依存)に対する重回帰分析結果 
親から受けた暴力
　身体的暴力 .05 -.16 ** .02 -.16 ** -.05 -.18 **
　深刻な身体的暴力の有無 .00 -.12 ** .00 -.12 ** -.01 -.11 *
　心理的暴力 -.16 ** -.26 ** -.13 * -.26 ** -.06  -.24 **
親の養育態度 　 　 　 　
　父の養護 .11 ** .25 ** .08 * .26 ** -  .23 **
　父の過保護 - -.19 ** - -.19 ** - 　 -.20 **
　母の養護 .18 ** .30 ** .14 ** .30 ** .19 ** .29 **
　母の過保護 - -.22 ** - -.23 ** - 　 -.23 **
犯罪被害歴 -.08 ** -.13 ** -.06 * -.14 ** -  -.14 **
配偶者等間でみられる暴力
　配偶者等からの身体的暴力 　 - -.13 ** - -.18 **
　配偶者等からの深刻な身体的暴力の有無 - -.13 ** -.11 ** -.20 **
　配偶者等からの心理的暴力 - -.17 ** - -.22 **
　配偶者等への身体的暴力 - -.10 ** - -.08
　配偶者等への深刻な身体的暴力の有無 - -.11 ** - -.06
　配偶者等への心理的暴力 - -.14 ** - -.15 **
夫婦関係尺度 .24 ** .32 ** .22 ** .32 **
子どもへの暴力
　自身からの身体的暴力 - -.20 **
　自身からの深刻な身体的暴力の有無 - -.15 **
　自身からの心理的暴力 -.09 * -.22 **
　配偶者等からの身体的暴力 - -.13 **
　配偶者等からの深刻な身体的暴力の有無 - -.06
　配偶者等からの心理的暴力 - -.17 **
R .36 ** .43 ** .44 **
R2 .13 .18 .19
修正R2 .12 .18 .18
（親から受けた暴力のみのR） .27 ** .27 ** .24 **
βは重回帰分析結果における標準化係数を，rは単相関係数を示す
-はステップワイズの結果,採択されなかった変数を示す
*p <.05,　**p <.01 　




Table 71  成人愛着尺度(不安)に対する重回帰分析結果 
親から受けた暴力
　身体的暴力 -.07 .16 ** -.02 .16 ** -.01 .15 **
　深刻な身体的暴力の有無 .00 .13 ** .00 .13 ** .03 .10 *
　心理的暴力 .16 ** .27 ** .11 * .27 ** .06  .24 **
親の養育態度
　父の養護 -.09 * -.24 ** - -.24 ** - -.21 **
　父の過保護 - .22 ** - .22 ** - .20 **
　母の養護 -.14 ** -.31 ** -.12 ** -.30 ** -.16 ** -.34 **
　母の過保護 .15 ** .29 ** .15 ** .28 ** .11 * .27 **
犯罪被害歴 - .05 - .07 * - .10 *
配偶者等間でみられる暴力
　配偶者等からの身体的暴力 - .13 ** - .17 **
　配偶者等からの深刻な身体的暴力の有無 - .13 ** - .20 **
　配偶者等からの心理的暴力 .09 * .23 ** .11 * .31 **
　配偶者等への身体的暴力 - .06 - .09 *
　配偶者等への深刻な身体的暴力の有無 - .01 - .04
　配偶者等への心理的暴力 - .11 ** - .20 **
夫婦関係尺度 -.27 ** -.37 ** -.31 ** -.45 **
子どもへの暴力
　自身からの身体的暴力 - .24 **
　自身からの深刻な身体的暴力の有無 .08 * .20 **
　自身からの心理的暴力 - .20 **
　配偶者等からの身体的暴力 .08 .21 **
　配偶者等からの深刻な身体的暴力の有無 - .08
　配偶者等からの心理的暴力 - .23 **
R .38 ** .48 ** .55 **
R2 .14 .23 .30
修正R2 .14 .22 .29
（親から受けた暴力のみのR） .28 ** .28 ** .24 **
βは重回帰分析結果における標準化係数を，rは単相関係数を示す
-はステップワイズの結果,採択されなかった変数を示す
*p <.05,　**p <.01 　
全体 配偶者等あり 子どもあり














Table 72  成人愛着尺度(親密性)に対する重回帰分析結果 
親から受けた暴力
　身体的暴力 -.02 -.16 ** -.04 -.16 ** .02 -.14 **
　深刻な身体的暴力の有無 -.02 -.13 ** -.02 -.13 ** .00 -.09 *
　心理的暴力 -.06 -.20 ** -.06 -.20 ** -.13 * -.20 **
親の養育態度
　父の養護 .08 * .19 ** - .19 ** - .17 **
　父の過保護 - -.16 ** - -.15 ** - -.17 **
　母の養護 .11 * .23 ** .12 ** .23 ** .18 ** .24 **
　母の過保護 -.10 * -.21 ** -.10 * -.21 ** - -.21 **
犯罪被害歴 - -.08 * -.07 * - -.10 *
配偶者等間でみられる暴力
　配偶者等からの身体的暴力 - -.01 - .02
　配偶者等からの深刻な身体的暴力の有無 - -.01 - .02
　配偶者等からの心理的暴力 - -.03 - -.01
　配偶者等への身体的暴力 - -.07 * - .03
　配偶者等への深刻な身体的暴力の有無 - -.05 - .01
　配偶者等への心理的暴力 - -.10 ** - -.06
夫婦関係尺度 .08 * .13 ** -  .11 **
子どもへの暴力
　自身からの身体的暴力  -  -.12 **
　自身からの深刻な身体的暴力の有無 -.08
　自身からの心理的暴力  -  -.12 **
　配偶者等からの身体的暴力 -.11 * -.14 **
　配偶者等からの深刻な身体的暴力の有無 .02
　配偶者等からの心理的暴力 - -.09 *
R .28 ** .28 ** .29 **
R2 .08 .08 .08
修正R2 .07 .07 .07
（親から受けた暴力のみのR） .10 ** .20 ** .20 **
βは重回帰分析結果における標準化係数を、rは単相関係数を示す
-はステップワイズの結果,採択されなかった変数を示す
*p <.05,　**p <.01 　
全体 配偶者等あり 子どもあり




























 なお，Ainsworth et al.は他者関係の持ち方について，安心群，不安群，回避群
に分類できると主張し，成人愛着尺度を開発したCollins & Read(1990)も，同尺度
とAinsworth et al.の分類との関係性について検討している。そこで，Collins & 
Read(1990)の結果を参考に，同尺度得点をもとに 4 分類 27 し，この分類と親から受 
 











　身体的暴力 1.1 2.0 1.6 2.0 F (3,964)=5.83** ①と④*
　心理的暴力 1.4 2.1 1.8 2.5 F (3,964)=14.20** ①と③④* ③と④*
　いずれか 2.4 4.1 3.4 4.5 F (3,964)=10.32** ①と②④* ③と④*
10歳以上
　身体的暴力 0.7 1.1 1.0 1.3 F (3,963)=3.51* ①と④*
　心理的暴力 1.1 1.6 1.5 2.1 F (3,963)=13.12** ①③と④*
　いずれか 1.8 2.7 2.5 3.5 F (3,963)=8.68** ①③と④*
*p <.05, **p <.01  
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不安群」 (但し，この群はAinsworth等にはない )と分類した。  




　なし 23.3 △ 6.7 34.7 35.3 ▼
　あり 8.9 ▼ 11.1 24.4 55.6 △
10歳以上
　なし 23.3 △ 6.9 34.3 35.5 ▼


























　養護 12.3 11.1 11.3 10.3 F (3,913)=20.36** ①と②③④* ③と④*
　過保護 6.5 7.1 7.1 7.9 F (3,920)=14.76** ①と②③④* ③と④*
母 　 　
　養護 13.6 12.9 12.7 11.4 F (3,952)=31.41** ①と②③④* ①と③*
　過保護 6.7 7.3 7.4 8.3 F (3,956)=16.71** ①と②③④* ①と③*




らの深刻な身体的暴力の有無別の結果を示した Table 74 でも示されている。 





















　身体的暴力 1.5 1.6 2.3 F (2,1005)= 6.34** ①②と③*
　心理的暴力 1.8 1.9 2.8 F (2,1005)=14.12** ①②と③*
　いずれか 3.3 3.5 5.1 F (2,1005)=10.91** ①②と③*
10歳以上
　身体的暴力 1.0 1.0 1.7 F (2,1004)= 6.74** ①②と③*
　心理的暴力 1.4 1.6 2.5 F (2,1004)=16.86** ①②と③*
　いずれか 2.4 2.6 4.2 F (2,1004)=13.26** ①②と③*












　なし 29.8 　 51.6 18.6 ▼
　あり 25.0 　 39.6 35.4 △
10歳以上
　なし 29.6 　 51.5 18.8 ▼












ついては，12 項目全体の信頼性係数 28 はα=.87 であった。下位尺度毎に見ていくと，
満足感はα=.85，自信はα=.78，達成感はα=.67，失望感はα=.70 であった 29 。 
Table 78 & 79 は，主観的幸福感と親から受けた暴力との関係の分析結果である。
親から受けた暴力と主観的幸福感に関連があることが示されている。 
                                                  
28  各項目は 4 件法であり,4～ 1 に得点化した。なお,12 項目全体の信頼性係数の算出において，失望感
の各項目は逆転項目である。   
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29  伊藤他(2003)によると 4 因子構造であるが，今回のデータについて因子分析をした結果は 3 因子であ
り，満足感と失望感は別個の因子ではなく，正負の関係に位置するものとの結果が得られた。  
Table 78  主観的幸福感と親から受けた暴力との相関 
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p <.01
主観的幸福感全体 -.15 ** -.21 ** -.19 ** -.13 ** -.23 ** -.19 **
　満足感 -.12 ** -.16 ** -.15 ** -.11 ** -.20 ** -.16 **
　自信 -.11 ** -.15 ** -.14 ** -.10 ** -.15 ** -.14 **
　達成感 -.08 ** -.12 ** -.10 ** -.04 -.14 ** -.10 **














Table 79  親から受けた深刻な身体的暴力の有無別 
主観的幸福感の平均値とｔ検定の結果 
なし あり なし あり
主観的幸福感全体 35.4 32.9 t (1008)= -3.33 ** 35.4 32.6 t (1007)= -3.22 **
　満足感 9.5 8.9 t (1019)= -2.35 * 9.5 8.8 t (1018)= -2.48 *
　自信 9.3 8.7 t (1018)= -2.52 * 9.3 8.6 t (1017)= -2.85 **
　達成感 8.4 8.0 t (1015)= -1.78 8.4 7.8 t (1014)= -2.21 *
　失望感 6.7 7.7 t (1016)= 3.83 ** 6.7 7.5 t (1015)= 2.69 **





Table 80  主観的幸福感と配偶者等間に見られる暴力との相関 
主観的幸福感全体 -.05 　 -.10 ** -.09 ** -.12 ** -.12 ** -.13 **
　満足感 -.08 * -.15 ** -.13 ** -.11 ** -.13 ** -.14 **
　自信 .01 　 .02 .02 -.05 -.05 　 -.06 　
　達成感 -.03 　 -.06 -.05 -.10 ** -.04 　 -.07 *












p<.05, p <.01  
  
Table 81 配偶者等間に見られる深刻な身体的暴力の有無別 
主観的幸福感の平均値とｔ検定の結果 
なし あり なし あり
主観的幸福感全体 35.7 33.6 t (944)= -2.51 * 35.7 33.6 t (941)= -2.66 **
　満足感 9.5 8.6 t (955)= -3.70 ** 9.5 8.6 t (952)= -2.48 *
　自信 9.3 9.4 t (954)= .10  9.3 9.4 t (951)= -1.09 　
　達成感 8.4 8.1 t (951)= -1.29 　 8.4 8.1 t (948)= -2.38 *
　失望感 6.6 7.4 t (952)= 2.81 ** 6.6 7.4 t (949)= 2.33 *
*p <.05, **p <.01 　
主観的幸福感 配偶者等から 配偶者等へｔ値 ｔ値
 
 









Table 82 主観的幸福感と子どもに対する暴力との相関 
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p <.05, p <.01
主観的幸福感全体 -.25 ** -.22 ** -.26 ** -.18 ** -.21 ** -.23 **
　満足感 -.21 ** -.17 ** -.21 ** -.20 ** -.24 ** -.25 **
　自信 -.12 ** -.14 ** -.14 ** -.06 -.12 ** -.10 *
　達成感 -.16 ** -.10 * -.14 ** -.11 * -.11 * -.13 **














Table 83 子どもに対する深刻な身体的暴力の有無別 
主観的幸福感の平均値とｔ検定の結果 
なし あり なし あり
主観的幸福感全体 36.4 30.4 t (511)= -4.71 ** 36.2 36.4 t (504)= .11 　
　満足感 9.7 8.3 t (519)= -3.13 ** 9.7 9.9 t (511)= .34 　
　自信 9.5 7.8 t (519)= -4.35 ** 9.5 10.1 t (511)= 1.30 　
　達成感 8.6 7.9 t (516)= -1.65 　 8.6 8.1 t (508)= -.80 　
　失望感 6.4 8.7 t (517)= 5.10 ** 6.4 6.7 t (510)= .43 　
**p <.01 　








Table 84  主観的幸福感尺度全体に対する重回帰分析結果 
親から受けた暴力
　身体的暴力 -.02 -.15 ** -.04 -.15 ** -.11 * -.15 **
　深刻な身体的暴力の有無 .02 -.09 ** .03 -.10 ** .08 -.04
　心理的暴力 -.02 -.23 ** .00 -.21 ** .04 -.20 **
家庭状況 - -.30 ** - -.29 ** - -.33 **
親の養育態度
　父の養護 - .21 ** - .21 ** - .21 **
　父の過保護 - -.21 ** - -.22 ** - -.22 **
　母の養護 - .29 ** - .27 ** - .32 **
　母の過保護 - -.28 ** - -.27 ** - -.27 **
ｾﾙﾌ・ｴﾌｨｶｼｰ
　行動の積極性 .16 ** .37 ** .14 ** .35 ** .17 ** .34 **
　失敗に対する不安 .07 * .38 ** .07 * .36 ** - .33 **
　能力の社会的位置づけ .08 ** .21 ** .09 ** .22 ** - .23 **
経済状況 .20 ** .37 ** .18 ** .35 ** .18 ** .35 **
成人愛着尺度
　依存 .18 ** .43 ** .17 ** .42 ** .18 ** .47 **
　不安 -.30 ** -.51 ** -.29 ** -.51 ** -.22 ** -.49 **
　親密性 .10 ** .36 ** .07 * .33 ** .09 * .37 **
配偶者等間で見られる暴力
　配偶者等からの身体的暴力 　 - -.05 .13 ** -.01
　配偶者等からの深刻な身体的暴力の有無 - -.08 * - -.06
　配偶者等からの心理的暴力 .09 ** -.10 ** - -.11 *
　配偶者等への身体的暴力 -.09 * -.12 ** -.09 * -.14 **
　配偶者等への深刻な身体的暴力の有無 - -.09 ** - -.09 *
　配偶者等への心理的暴力 - -.12 ** 　 　 -.13 **
夫婦関係尺度 .12 ** .33 ** .11 ** .37 **
子どもへの暴力
　自身からの身体的暴力 - -.25 **
　自身からの深刻な身体的暴力の有無 - -.21 **
　自身からの心理的暴力 - -.23 **
　配偶者等からの身体的暴力 - -.18 **
　配偶者等からの深刻な身体的暴力の有無 - .00
　配偶者等からの心理的暴力 -.09 * -.23 **
子育て観
　充実感 - .35 **
　生きがい .10 ** .30 **
　視野の狭まり -.15 ** -.27 **
　取り残され感 -.10 ** -.27 **
R .67 ** .66 ** .72 **
R2 .45 .44 .52
修正R2 .44 .44 .50
（親から受けた暴力のみのR） .23 ** .22 ** .21 **
βは重回帰分析結果における標準化係数を，rは単相関係数を示す
-はステップワイズの結果，採択されなかった変数を示す































満と 10 歳以上で親から受けた暴力を比較してみると，10 歳未満の方がより多
く経験していた。親から暴力を受けた者を母集団とした場合，両親から受けた














































































面接調査は，研究代表者が 2005 年 11 月から 2006 年１月末までの間に，原則とし
て研究代表者が所属する大学の研究室において，実施した 30 。 
面接調査開始に当たっては，上述の調査内容をうかがいたい旨を伝えると同時に，
話せる範囲で話してくれれば十分であり，無理して話す必要はない旨を確認し，半
構造化面接を実施した。最終的な面接協力者は 39 名 31 であり，その一覧はTable 85 
のとおりである。面接協力者には面接場所までの交通費及び謝金を支払った。  







する回答者が 95 名いた。その者に対して， e-mail，電話，手紙のうち希望する媒体で実際に面接調査に
協力してもらえるかどうかの照会を 1 度行い，協力してもらえる場合のみ回答してもらう方法で面接協
力者を選定した。  







父 父,母,姉夫婦,甥 単身 × ×
2 父,母,本人,弟 父 父,母,本人 父,母 × ×
3 父,母,姉,本人 父,母 父,本人　(母:死去) 父 〇 ×
4 父,母,本人 父,母 父,母 夫,息子,娘 〇 〇
5 父,母,本人
(途中から隣家に祖母)
母 父,母 夫,息子 〇 〇
6 父,母,本人,兄,祖父,祖母 父 父,母,祖母 同棲相手 〇 ×
7 父,母,本人,弟1,弟2 父 父,母 夫 〇 ×
8 父,母,本人,妹,弟 父,母 父,母 同棲相手,娘,息子 〇 〇
9 父,母,本人,弟 父,母 父,母,弟 夫,息子 〇 〇






12 父,母,本人,弟1,弟2 父 父,母,弟1 夫 〇 ×
13 父,母,兄,本人 父 父,母 単身 × ×
14 父,母,本人,弟 父 母　（父:死去） 夫,娘,息子 〇 〇








母 父,母 夫,娘,息子1,息子2 〇 〇
18 父,母,本人,弟
(途中まで祖母も含）
母 父,母 夫 × ×
19 父,母,姉,本人 母 母　(父:死去) 夫,娘,息子 〇 〇
20 父,母,兄,本人 父 父,母,兄 夫,息子 〇 〇
21 父,母,兄,本人,妹 母 父,母 夫,娘1,娘2 〇 〇
22 父,母,姉,本人,妹,弟 父 父,母 妹 × ×
23 父,母,本人,妹,弟
(途中から祖父母等も含)
父 父,母,妹,弟,祖父,祖母 夫 〇 ×
24 父,母,兄1,兄2,本人
(途中から叔父も含)
母 父,兄1　（母:死去) 夫 〇 ×
25 父,母,本人,弟 母 母,本人　(父:死去) 母 〇 ×
26 父,母,兄,本人,弟 父 父,母,本人,弟 父,母,弟 × ×
27 父,母,本人,弟1,弟2 父 母,弟1　(父:死去) 夫 〇 ×
28 父,母,本人,妹,祖父,祖母 母 父,母,妹,祖母 夫,娘 〇 〇
29 父,母,本人 父 父,母,本人 父,母 × ×
30 父,母,兄,本人,祖父,祖母 父 父,母,祖母 息子,娘 (夫:単身赴任） 〇 〇
31 父,母,兄,本人 母 父,母 夫 〇 ×
32 父,母,姉,本人
(途中で母と死別）
父 父 単身 × ×
33 父,母,本人,妹 父 父,母 夫,娘 〇 〇
34 父,母,本人,妹
(一時期,両親の祖母も含)
母 父,母,本人 父,母 × ×
35 母,本人
(父との同居は幼少期のみ)
母 父　(母:死去) 単身 × ×
36 父,母,兄,姉,本人
(途中から祖父母も含)
母 父,母 単身 × ×





父 父,母 単身 〇 ×
















































































































































































































































































































































③ 逸脱行動  





































































































































































































































































































































































































































































































悪くも貴重な一存在であるの意味 )」と思っていたとする者もいた。   
⑪ 親からされたことの概念化の作業  
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  ●回答は、封筒の宛名の方にお願いいたします。 
  ●回答は、原則として（10 ページに記載した面接調査に応じてくださる有志の方を除いての
意味です）無記名でお願いします。 
  ●回答は、このアンケート用紙に直接ご記入の上、同封の返信用封筒（切手不要）に入れて、













   
早稲田大学第一文学部心理学教室藤野研究室 
                       研究代表者  藤 野 京 子 














 【問１】 現状について、答えてください。 
１－１ あなたの年齢(平成17年1月1日現在)は？ 
１．30～34歳  ２．35～39歳  ３．それ以外（具体的に:    歳） 
 
１－２ あなたの結婚歴は？（複数回答可）   
１．未婚  ２．初婚  ３．離別  ４．死別  ５．再婚 
１－３ あなたの就労状態（家事を除く）は？  
















５） 人と比べて心配性のほうであった Yes No 




８） 引っ込み思案なほうだった Yes No 







12） 友人よりも特にすぐれた知識をもっている分野があった Yes No 
13） どんなことでも積極的にこなすほうであった Yes No 
14） 小さな失敗でも人よりずっと気にするほうであった Yes No 
15） 積極的に活動するのは、苦手なほうであった Yes No 


















１） 互いに助け合ったり支えあったりしていた ４ ３ ２ １ 
２） ちょっとしたことでも、すぐにもめ事になった ４ ３ ２ １ 
３） 困っていることなど何でもオープンに話し合える雰囲
気であった 
４ ３ ２ １ 
４） 経済的に追いつめられた状況にあった ４ ３ ２ １ 
５） 十分な子育てをするには、精神的余裕がないほどの心配
事や悩みなどをかかえていた 
４ ３ ２ １ 
６） 子どもは親に絶対服従すべきであるという家風だった ４ ３ ２ １ 
７） 家族の中で、自分だけが孤立していた ４ ３ ２ １ 
























《父親について》 ← 父親がいなかった方は回答不要 
? ? ? ?
１） 必要なほどには手助けしてくれなかった ４ ３ ２ １
２） 好きなことをさせてくれた ４ ３ ２ １
３） 私に対して冷たかった ４ ３ ２ １
４） 私が抱えている問題や悩みに、理解を示してくれた ４ ３ ２ １
５） 自分で意思決定するのを、好ましく思ってくれた ４ ３ ２ １
６） 私の全てにわたって、コントロールしようとした ４ ３ ２ １
７） 私を子供扱いし、あらゆる面で保護しようとした ４ ３ ２ １
８） 精神的に不安定なときは、なだめてくれた ４ ３ ２ １
《母親について》 ← 母親がいなかった方は回答不要     
１） 必要なほどには手助けしてくれなかった ４ ３ ２ １
２） 好きなことをさせてくれた ４ ３ ２ １
３） 私に対して冷たかった ４ ３ ２ １
４） 私が抱えている問題や悩みに、理解を示してくれた ４ ３ ２ １
５） 自分で意思決定するのを、好ましく思ってくれた ４ ３ ２ １
６） 私の全てにわたって、コントロールしようとした ４ ３ ２ １
７） 私を子供扱いし、あらゆる面で保護しようとした ４ ３ ２ １


























《生まれてから 10 歳になるまで》     
１） 顔や頭を平手打ちされた ４ ３ ２ １
２） 「殺してやる」などと脅かされた ４ ３ ２ １
３） 尻以外の身体の部分をベルト、ブラシ、棒、その他の固
いもので叩かれた 
４ ３ ２ １
４） 大声で怒鳴られた ４ ３ ２ １
５） 投げ飛ばされた、または、殴り倒された ４ ３ ２ １
６） 「生まれてこなければよかった」「家の恥」などと悪態
をつかれた 
４ ３ ２ １
７） げんこつで殴られた、または、強く蹴られた ４ ３ ２ １
８） 自分が話しかけても、わざと無視された ４ ３ ２ １
９） めった打ちにされた ４ ３ ２ １
10） 自分の大切なものを、わざと壊されたり捨てられた ４ ３ ２ １
11） 首をつかまれ窒息しそうになった ４ ３ ２ １
12） わざとやけどをさせられたり熱湯をかけられた ４ ３ ２ １
13） ナイフや銃で脅かされた ４ ３ ２ １
★ 上記１）～13）は、誰からされましたか？（複数回答可）    
  １．父親  ２．母親     
      
《10 歳から 18 歳になるまで》     
１） 顔や頭を平手打ちされた ４ ３ ２ １
２） 「殺してやる」などと脅かされた ４ ３ ２ １
３） 尻以外の身体の部分をベルト、ブラシ、棒、その他の固
いもので叩かれた 
４ ３ ２ １
４） 大声で怒鳴られた ４ ３ ２ １
５） 投げ飛ばされた、または、殴り倒された ４ ３ ２ １
６） 「生まれてこなければよかった」「家の恥」などと悪態
をつかれた 
４ ３ ２ １
７） げんこつで殴られた、または、強く蹴られた ４ ３ ２ １
８） 自分が話しかけても、わざと無視された ４ ３ ２ １
９） めった打ちにされた ４ ３ ２ １
10） 自分の大切なものを、わざと壊されたり捨てられた ４ ３ ２ １
11） 首をつかまれ窒息しそうになった ４ ３ ２ １
12） わざとやけどをさせられたり熱湯をかけられた ４ ３ ２ １
13） ナイフや銃で脅かされた ４ ３ ２ １
★ 上記１）～13）は、誰からされましたか？（複数回答可）    




















































１） いっしょに話し合うことがよくあった ５ ４ ３ ２ １
２） いっしょに外出することがよくあった ５ ４ ３ ２ １
３） 一緒にいるとほっとした ５ ４ ３ ２ １
４） 一緒にいると幸せな気分になった ５ ４ ３ ２ １
５） 口論になっても、そのあと簡単に仲直りできた ５ ４ ３ ２ １
６） お互いを信じていた ５ ４ ３ ２ １
７） お互い率直でいることができた ５ ４ ３ ２ １
８） お互い仲良くできた ５ ４ ３ ２ １













１） 顔や頭を平手打ちされた ４ ３ ２ １
２） 「殺してやる」などと脅かされた ４ ３ ２ １
３） 尻以外の身体の部分をベルト、ブラシ、棒、その他の固
いもので叩かれた 
４ ３ ２ １
４） 大声で怒鳴られた ４ ３ ２ １
５） 投げ飛ばされた、または、殴り倒された ４ ３ ２ １
６） 「クズ」「死ね」などと悪態をつかれた ４ ３ ２ １
７） げんこつで殴られた、または、強く蹴られた ４ ３ ２ １
８） 自分が話しかけても、わざと無視された ４ ３ ２ １
９） めった打ちにされた ４ ３ ２ １
10） 自分の大切なものを、わざと壊されたり捨てられた ４ ３ ２ １
11） 首をつかまれ窒息しそうになった ４ ３ ２ １
12） 生活費を取り上げられるなど生活に困ることをされた ４ ３ ２ １
13） わざとやけどをさせられたり熱湯をかけられた ４ ３ ２ １







１） 顔や頭を平手打ちした ４ ３ ２ １
２） 「殺してやる」などと脅かした ４ ３ ２ １
３） 尻以外の身体の部分をベルト、ブラシ、棒、その他の固
いもので叩いた 
４ ３ ２ １
４） 大声で怒鳴った ４ ３ ２ １
５） 投げ飛ばした、または、殴り倒した ４ ３ ２ １
６） 「クズ」「死ね」などと悪態をついた ４ ３ ２ １
７） げんこつで殴った、または、強く蹴った ４ ３ ２ １
８） 相手に話しかけられても、わざと無視した ４ ３ ２ １
９） めった打ちにした ４ ３ ２ １
10） 相手の大切なものを、わざと壊したり捨てた ４ ３ ２ １
11） 首をつかみ窒息させそうになった ４ ３ ２ １
12） 生活費を取り上げるなど生活に困ることをした ４ ３ ２ １
13） わざとやけどをさせたり熱湯をかけた ４ ３ ２ １



















問５－１ お子さんはおられますか。男女別にその人数を（ ）内に書いてください。 






１．あてはまる  ２．ややあてはまる  ３．あまりあてはまらない  ４．全くあてはまらない  
 
２） 母親として不適格と感じる 











  １．そのとおりである  ２．どちらかといえばそうである  ３．ど ち ら か と い え ば 違 う  ４．違う    
 
３）自分の関心が子どもにばかり向いて視野が狭くなる 
  １．そのとおりである  ２．どちらかといえばそうである  ３．ど ち ら か と い え ば 違 う  ４．違う    
 
４）育児に携わっているあいだに、世の中から取り残されていくように思う 









   
《ご自分がお子さんに》     
１） 顔や頭を平手打ちした ４ ３ ２ １
２） 「殺してやる」などと脅かした ４ ３ ２ １
３） 尻以外の身体の部分をベルト、ブラシ、棒、その他の固
いもので叩いた 
４ ３ ２ １
４） 大声で怒鳴った ４ ３ ２ １
５） 投げ飛ばした、または、殴り倒した ４ ３ ２ １
６） 「生まれてこなければよかった」「家の恥」などと悪態
をついた 
４ ３ ２ １
７） げんこつで殴った、または、強く蹴った ４ ３ ２ １
８） 子どもに話しかけられても、わざと無視した ４ ３ ２ １
９） めった打ちにした ４ ３ ２ １
10） 子どもの大切なものを、わざと壊したり捨てた ４ ３ ２ １
11） 首をつかみ窒息させそうになった ４ ３ ２ １
12） わざとやけどをさせたり熱湯をかけた ４ ３ ２ １













《夫ないし恋人がお子さんに》     
１） 顔や頭を平手打ちした ４ ３ ２ １
２） 「殺してやる」などと脅かした ４ ３ ２ １
３） 尻以外の身体の部分をベルト、ブラシ、棒、その他の固
いもので叩いた 
４ ３ ２ １
４） 大声で怒鳴った ４ ３ ２ １
５） 投げ飛ばした、または、殴り倒した ４ ３ ２ １
６） 「生まれてこなければよかった」「家の恥」などと悪態
をついた 
４ ３ ２ １
７） げんこつで殴った、または、強く蹴った ４ ３ ２ １
８） 子どもに話しかけられても、わざと無視した ４ ３ ２ １
９） めった打ちにした ４ ３ ２ １
10） 子どもの大切なものを、わざと壊したり捨てた ４ ３ ２ １
11） 首をつかみ窒息させそうになった ４ ３ ２ １
12） わざとやけどをさせたり熱湯をかけた ４ ３ ２ １



















  １．全くない   ２．１度ある  ３．数度ある   ４．繰り返しある 
 
２） 法を犯して警察に捕まったこと（道路交通法違反を除く）がありますか 
１．全くない   ２．１度ある  ３．数度ある   ４．繰り返しある  
 
３） 死のうとして何かしたことがありますか 
  １．全くない   ２．１度ある  ３．数度ある   ４．繰り返しある 
 
４） 心の不調について病院等で治療を受けたことがありますか 
  １．全くない   ２．１度ある  ３．数度ある   ４．繰り返しある 
 
５） 最近の経済的な生活状況はいかがですか 
１．富裕   ２．中の上  ３．中    ４．中の下  ５．貧困 
 
  






































１） 人に頼る自分は、許しがたい ５ ４ ３ ２ １
２） 人を必要とするとき、人は決してそこにいないもの
である 
５ ４ ３ ２ １
３） 人に頼るのは心地よい ５ ４ ３ ２ １
４） 自分が人を必要とするとき、人がその場にいるであ
ろうことを、私は知っている  
５ ４ ３ ２ １
５） 人を全面的に信じることは、私には難しい ５ ４ ３ ２ １
６） 自分が人を必要とするとき、その場にいる人にいつ
も頼れるかどうか、確信がもてない 
５ ４ ３ ２ １
７） 見捨てられてしまうのではないかと、頻繁に心配す
ることはない 
５ ４ ３ ２ １
８） 私のパートナーが、本当は私を好きでないのではな
いかと、しばしば心配になる 
５ ４ ３ ２ １
９） 人は、私が望むほど親しくなることを好まないとい
うことに、私は気づいている 
５ ４ ３ ２ １
10） 私のパートナーは、私と一緒にいたくないのではな
いかと、しばしば心配になる 
５ ４ ３ ２ １
11） 私は他の人と完全に一緒になってしまいたい ５ ４ ３ ２ １
12） 人と一緒になってしまいたいという私の欲求は、時
に、人を私から遠ざけることになる 
５ ４ ３ ２ １
13） 人と親しくなるのは、比較的たやすい ５ ４ ３ ２ １
14） 人が自分と親しくなりすぎるのではないかと心配
することは、頻繁にはない 
５ ４ ３ ２ １
15） 人と親しくするのは、あまり心地よくない ５ ４ ３ ２ １
16） 人と親しくなりすぎると、イライラする ５ ４ ３ ２ １
17） 人が自分を頼ってくれると心地よい ５ ４ ３ ２ １
18） 私のパートナーは、しばしば私に、私が心地よいと感
じる以上に親密になることを望んでくる 








 １．非常に    ２．ある程度は  ３．あまりそう思わない  ４．全くそう思わない  
 
２）過去と比較して、現在の生活は幸せですか 
 １．とても幸せ  ２．まあまあ幸せ  ３．あまり幸せでない  ４．全く幸せでない 
 
３）ここ数年やってきたことを全体的に見て、あなたはどの程度幸せを感じていますか 








 １．非常に    ２．ある程度は  ３．あまり自信はない  ４．全く自信はない 
 
６）今の調子でやっていけば、これから起きることにも対応できる自信がありますか 
 １．非常に    ２．ある程度は  ３．あまり自信はない  ４．全く自信はない 
 
７）期待通りの生活水準や社会的地位を手に入れたと思いますか 
 １．非常に    ２．ある程度は  ３．あまりそう思わない  ４．全くそう思わない 
 
８）これまでどの程度成功したり出世したと感じていますか 
 １．非常に    ２．まあまあ   ３．あまりうまくいっていない  ４．全くうまくいっていない 
 
９）自分がやろうとしたことはやりとげていますか 
 １．ほとんどいつも  ２．ときどき   ３．ほとんどできていない  ４．全くできていない 
 
10）自分の人生は退屈だとか面白くないと感じていますか 
  １．非常に    ２．ある程度は  ３．あまり感じていない  ４．全く感じていない 
 
11）将来のことが心配ですか 
  １．非常に    ２．ある程度は  ３．あまり心配でない  ４．全く心配でない 
 
12）自分の人生には意味がないと感じていますか 

































 ｅ－ｍａｉｌ：                            
 
 
 電話：                               
 
 
 住所：     〒                          
 
 
 お名前                               
 
 
☆ ご連絡を差し上げるにあたっての留意事項等がございましたら 
ご自由にお書きください。 
 
 
  
 
もしよろしければ、 
ご協力をお願いしたいのですが・・・ 
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